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羽 地 大 川 改 修 工 事  （ １ ７ ３ ５ 年 ）

と 恩 納 間 切

　 村 史 編 さ ん 係 で は 恩 納 村 に 関 係 す る 資 料 を 収 集  ・  保 存  ・記 録 し  て  い  ま す 。  様 々  な 角 度 か ら 恩 納 村 を 知 る た め 、  あ ら ゆ

る 資 料 を 収 集 す る  の が 理 想 で す 。  し か し 、  恩 納 村 の 出 来 事 や 人 物 が 直 接 記さ れ  て  い  る 資 料 以 外 は 見 落 と し  て し ま  い  が ち  で す 。  今 回 は 、  他 の 地 域 の 出 来事 で す が 、  恩 納 村 の 人 々  も 関 わ  っ  て  い  た こ と が わ か る 記 録 を 紹 介 し ま す 。　 琉 球 王 府 時 代 、  租 税 に  は 米 な ど の 作 物 や 上 布 な ど の 生 産 物 を 上 納 す る他 に 労 務 も あ り ま し た 。  こ れ を 夫 役 と い  い ま す 。  夫 役 に は 地 頭 地 の 耕 作 や公 共 事 業 な ど  へ  の 動 員 が あ り ま し た 。  王 府 が 関 わ る 公 共 事 業 の 場 合 、  間 切

（ 現 在 の 市 町 村 ）  へ 労 働 力 を出 す よ う に 命 令 が 出 さ れ 、  各間 切 か ら 夫 役 と し て 求 め られ た 人 数 が 求 め ら れ た 日 数派 遣 さ れ ま し た 。　 さ て 、  現 在 の 名 護 市 羽 地 には 広 大 な 田 ん ぼ が あ り 米 どこ ろ  で し た 。  し か し 、  大 雨 の 度に 羽 地 大 川 が 氾 濫 し 田 ん ぼが 崩 れ る 被 害 が 出 て 、  長 く 手の 打 ち よ う が な い ま ま で した 。  １ ７ ３ ５ 年  （ 尚 敬 王 時 代 ）７ 月 、  台 風 に よ  っ  て 羽 地 大 川が 大 規 模 に 氾 濫 し ま し た 。  羽地 間 切 の 役 人 ら は と う と う 、こ の 窮 状 を 王 府 に 訴 え た と

こ ろ 、  中 国 で 治 水技 術 を 学 ん だ 蔡 温や 役 人 た ち が 派 遣さ れ ま し た 。  蔡 温ら は 羽 地 大 川 の 被害 状 況 を 調 査 し 、改 修 工 事 が 行 わ れる こ と と な り ま した 。  工 事 は 大 が かり で 、  国 頭 方  （ 現 在の 国 頭 郡 ）  の ９ 間切  （ 国 頭 、  大 宜 味 、  今 帰 仁 、  本 部 、  名 護 、  羽 地 、  久 志 、  金 武 、  恩 納 ）  と 伊 江 島か ら 人 夫 が 動 員 さ れ ま し た 。  こ の 時 の 記 録  『 羽 地 大 川 修 補 日 記 』  の 写 本（ 島 袋 源 七 に よ る ）  が 残 さ れ  て お り 、  そ こ か ら 工 事 の 様 子 が う か が え ま す 。日 記 に は 日 ご と の 動 員 数 、  最 終 的 な 間 切 ご と の 動 員 数 、

1 0 間 切 の 総 動 員

数 が 記 さ れ  て  い ま す 。　
８ 月 の

中
旬
か
ら

1 1 月
の 中 旬 ま  で  の 工 事 期 間 中 に 動 員 さ れ た 人 数 は 、  延

べ

1 0 万
７ ３ ８ ０ 人 に  の ぼ り ま し た

。
そ の う ち 恩 納 間 切 か

ら
は
計

2 3  日
間 、

延

べ  ７ ４ ９ ７ 人 の 人 々 が 工 事 に 駆 り 出 さ れ た そ う で す 。  次 頁 に 恩 納 間 切 の人 々  が 動 員 さ れ た 日 と そ の 日 の 動 員 数 を 示 し ま す  （ 表 ）  。  日 ご と の 記 録 から は 恩 納 間 切 の み の 動 員 数 は わ か り ま せ ん が 、  日 記 の 巻 末 に 総 動 員 数 と仕 事 内 容 に  よ る 従 事 者 の 内 訳 が 記 録 さ れ  て  い ま す 。　 改 修 工 事 の 仕 事 は  「 い  ぬ ま ん 」  （ 小 木 や 枝 木 の よ う な も の ）  の 束 や 杭 木 をと  っ  て 運 ん で く る こ と  （ 取 夫 ）  、  土 留 や 土 堀 り 、  土 運 び な ど が あ り ま し た 。恩 納 間 切 か ら 動 員 さ れ た 人 々  は  い  ぬ ま ん 取 夫 や 杭 木 取 夫 を 勤 め ま し た 。　 ９ 月

1 6  日 よ り  「 女 」  の 労 働 人 数 が 記 載 さ れ る よ う に な り ま す 。  「 男 の 人 夫

ば か り で は 足 り な い だ ろ う か ら 、  土 を 運 ぶ 作 業 の 後 は 、  女 の 人 夫 も  （ 働 かせ る よ う ）  ご 指 示 下 さ い 」  と の 工 事 担 当 の 役 人 か ら 申 し 出 が あ  っ  た た め です 。  こ れ を 受 け て 男

夫
一
人 の 半 分  （ の 労 働 力 ）  で 女 性 が 動 員 さ れ ま し た 。

よ  っ  て 女 性 の 数 は 実 際 の 半 数 で 数 え ら れ た た め 、  本 来 の 動 員 数 は 倍 だ  っ  た

と 考 え ら れ ま す  （ 仲 地 ２ ０ ０ ６ ）

。
そ の た め 、  日 ご と の 動 員 数 に  つ  い  て は も  っ

と 多 か  っ  た 可 能 性 が あ り ま す 。　 ま た 、  工 事 中 、  国 頭 方 で は 夫 役 が 命 じ ら れ た 影 響 で 商 売 の た め の 竹 木を 運 送 す る こ と が 禁 じ ら れ て い ま し た 。  そ の た め に 首 里 や 那 覇 で は 薪 木が 届 か ず 不 足 す る 事 態 と な り ま し た

。

1 1 月

1 1 日 、

改 修 工 事 も お お か た

完 了

し 、  名 護  ・  恩 納  ・  久 志 の ３ 間 切 に 課 さ れ て  い た 夫 役 も わ ず か と な  っ

て い た

こ と か ら 、  こ の ３ 間 切 の 竹 木 商 売 が 解 禁 さ れ ま し た 。　
工 事 完 了 後

、

1 1月

1 7 日
に 蔡 温 と 役 人 た ち は 多 野 岳 へ 上 っ て 、  周 り の

山 々

の
様
子 を 視 察 し

、
翌

1 8 日
に
羽 地 間 切 を 発 ち ま し た 。

そ の 日 は 恩 納 番 所 に

一
泊
し
、

1 9 日 に 恩 納 番 所 を 出 発 し て 北 谷 番 所 に 一 泊 。

2 0日 の 昼 過 ぎ 浦 添

番 所 に 到 着 し た と こ ろ で 国 王 に よ っ て 出 迎 え ら れ 労 わ れ た そ う で す 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 幸 喜 ） 「 改 決 羽 地 川 碑 記 」（ 名 護 市 ）

羽 地 大 川 修 補 日 記 （ 写 本 ）

（ 琉 球 大 学 附 属 図 書 館 所 蔵 ）

　 羽 地 大 川 改 修 工 事 を 記 念 す る 石 碑 。 現 物

は 名 護 博 物 館 に 収 蔵 さ れ て お り 、 現 地 に は

複 製 が 設 置 さ れ て い ま す 。
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恩 納 間 切 の 人 夫 総 数 と 仕 事 内 容

人 夫 総 数 7 4 9 7 人 （ 内 　 現 夫 5 4 4 4 人 　 い ぬ ま ん 取 夫 8 7 4 人 　 杭 木 取 夫 1 1 7 9 人 ）

い ぬ ま ん 8 7 4 束 杭 木 5 3 1 9 本

　 村 史 編 さ ん 係 で は 恩 納 村 に 関 係 す る 資 料 を 収 集  ・  保 存  ・記 録 し  て  い  ま す 。  様 々  な 角 度 か ら 恩 納 村 を 知 る た め 、  あ ら ゆ

る 資 料 を 収 集 す る  の が 理 想 で す 。  し か し 、  恩 納 村 の 出 来 事 や 人 物 が 直 接 記さ れ  て  い  る 資 料 以 外 は 見 落 と し  て し ま  い  が ち  で す 。  今 回 は 、  他 の 地 域 の 出 来事 で す が 、  恩 納 村 の 人 々  も 関 わ  っ  て  い  た こ と が わ か る 記 録 を 紹 介 し ま す 。　 琉 球 王 府 時 代 、  租 税 に  は 米 な ど の 作 物 や 上 布 な ど の 生 産 物 を 上 納 す る他 に 労 務 も あ り ま し た 。  こ れ を 夫 役 と い  い ま す 。  夫 役 に は 地 頭 地 の 耕 作 や公 共 事 業 な ど  へ  の 動 員 が あ り ま し た 。  王 府 が 関 わ る 公 共 事 業 の 場 合 、  間 切

（ 現 在 の 市 町 村 ）  へ 労 働 力 を出 す よ う に 命 令 が 出 さ れ 、  各間 切 か ら 夫 役 と し て 求 め られ た 人 数 が 求 め ら れ た 日 数派 遣 さ れ ま し た 。　 さ て 、  現 在 の 名 護 市 羽 地 には 広 大 な 田 ん ぼ が あ り 米 どこ ろ  で し た 。  し か し 、  大 雨 の 度に 羽 地 大 川 が 氾 濫 し 田 ん ぼが 崩 れ る 被 害 が 出 て 、  長 く 手の 打 ち よ う が な い ま ま で した 。  １ ７ ３ ５ 年  （ 尚 敬 王 時 代 ）７ 月 、  台 風 に よ  っ  て 羽 地 大 川が 大 規 模 に 氾 濫 し ま し た 。  羽地 間 切 の 役 人 ら は と う と う 、こ の 窮 状 を 王 府 に 訴 え た と

こ ろ 、  中 国 で 治 水技 術 を 学 ん だ 蔡 温や 役 人 た ち が 派 遣さ れ ま し た 。  蔡 温ら は 羽 地 大 川 の 被害 状 況 を 調 査 し 、改 修 工 事 が 行 わ れる こ と と な り ま した 。  工 事 は 大 が かり で 、  国 頭 方  （ 現 在の 国 頭 郡 ）  の ９ 間切  （ 国 頭 、  大 宜 味 、  今 帰 仁 、  本 部 、  名 護 、  羽 地 、  久 志 、  金 武 、  恩 納 ）  と 伊 江 島か ら 人 夫 が 動 員 さ れ ま し た 。  こ の 時 の 記 録  『 羽 地 大 川 修 補 日 記 』  の 写 本（ 島 袋 源 七 に よ る ）  が 残 さ れ  て お り 、  そ こ か ら 工 事 の 様 子 が う か が え ま す 。日 記 に は 日 ご と の 動 員 数 、  最 終 的 な 間 切 ご と の 動 員 数 、

1 0 間 切 の 総 動 員

数 が 記 さ れ  て  い ま す 。　
８ 月 の

中
旬
か
ら

1 1 月
の 中 旬 ま  で  の 工 事 期 間 中 に 動 員 さ れ た 人 数 は 、  延

べ

1 0 万
７ ３ ８ ０ 人 に  の ぼ り ま し た

。
そ の う ち 恩 納 間 切 か

ら
は
計

2 3  日
間 、

延

べ  ７ ４ ９ ７ 人 の 人 々 が 工 事 に 駆 り 出 さ れ た そ う で す 。  次 頁 に 恩 納 間 切 の人 々  が 動 員 さ れ た 日 と そ の 日 の 動 員 数 を 示 し ま す  （ 表 ）  。  日 ご と の 記 録 から は 恩 納 間 切 の み の 動 員 数 は わ か り ま せ ん が 、  日 記 の 巻 末 に 総 動 員 数 と仕 事 内 容 に  よ る 従 事 者 の 内 訳 が 記 録 さ れ  て  い ま す 。　 改 修 工 事 の 仕 事 は  「 い  ぬ ま ん 」  （ 小 木 や 枝 木 の よ う な も の ）  の 束 や 杭 木 をと  っ  て 運 ん で く る こ と  （ 取 夫 ）  、  土 留 や 土 堀 り 、  土 運 び な ど が あ り ま し た 。恩 納 間 切 か ら 動 員 さ れ た 人 々  は  い  ぬ ま ん 取 夫 や 杭 木 取 夫 を 勤 め ま し た 。　 ９ 月

1 6  日 よ り  「 女 」  の 労 働 人 数 が 記 載 さ れ る よ う に な り ま す 。  「 男 の 人 夫

ば か り で は 足 り な い だ ろ う か ら 、  土 を 運 ぶ 作 業 の 後 は 、  女 の 人 夫 も  （ 働 かせ る よ う ）  ご 指 示 下 さ い 」  と の 工 事 担 当 の 役 人 か ら 申 し 出 が あ  っ  た た め です 。  こ れ を 受 け て 男

夫
一
人 の 半 分  （ の 労 働 力 ）  で 女 性 が 動 員 さ れ ま し た 。

よ  っ  て 女 性 の 数 は 実 際 の 半 数 で 数 え ら れ た た め 、  本 来 の 動 員 数 は 倍 だ  っ  た

と 考 え ら れ ま す  （ 仲 地 ２ ０ ０ ６ ）

。
そ の た め 、  日 ご と の 動 員 数 に  つ  い  て は も  っ

と 多 か  っ  た 可 能 性 が あ り ま す 。　 ま た 、  工 事 中 、  国 頭 方 で は 夫 役 が 命 じ ら れ た 影 響 で 商 売 の た め の 竹 木を 運 送 す る こ と が 禁 じ ら れ て い ま し た 。  そ の た め に 首 里 や 那 覇 で は 薪 木が 届 か ず 不 足 す る 事 態 と な り ま し た

。

1 1 月

1 1 日 、

改 修 工 事 も お お か た

完 了

し 、  名 護  ・  恩 納  ・  久 志 の ３ 間 切 に 課 さ れ て  い た 夫 役 も わ ず か と な  っ

て い た

こ と か ら 、  こ の ３ 間 切 の 竹 木 商 売 が 解 禁 さ れ ま し た 。　
工 事 完 了 後

、

1 1月

1 7 日
に 蔡 温 と 役 人 た ち は 多 野 岳 へ 上 っ て 、  周 り の

山 々

の
様
子 を 視 察 し

、
翌

1 8 日
に
羽 地 間 切 を 発 ち ま し た 。

そ の 日 は 恩 納 番 所 に

一
泊
し
、

1 9 日 に 恩 納 番 所 を 出 発 し て 北 谷 番 所 に 一 泊 。

2 0日 の 昼 過 ぎ 浦 添

番 所 に 到 着 し た と こ ろ で 国 王 に よ っ て 出 迎 え ら れ 労 わ れ た そ う で す 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 幸 喜 ）

※ 「 女 」 は 「 男 夫 」 の 半 数 と し て 数 え ら れ た た め 、 上 の 表 の 「 女 」 の 数 は 実 際 に 動 員 さ れ た 女 性 の 人 数 の

　 半 数 だ と 考 え ら れ ま す 。

表 『 羽 地 大 川 修 補 日 記 』 に み る 恩 納 間 切 か ら の 動 員 日 

動 員 日

9 月 6 日

9 月 7 日

9 月 8 日

9 月 1 6 日

9 月 1 7 日

9 月 1 8 日

9 月 1 9 日

9 月 2 0 日

9 月 2 1 日

9 月 2 2 日

9 月 2 3 日

9 月 2 4 日

9 月 2 9 日

1 0 月 2 2 日

1 0 月 2 3 日

1 0 月 2 4 日

1 0 月 2 5 日

1 1 月 4 日

1 1 月 5 日

1 1 月 6 日

1 1 月 7 日

1 1 月 8 日

1 1 月 1 1 日

動 員 人 数

3 1 7 人

4 2 5 人

5 1 3 人

1 0 5 6 人 （ 男 夫 7 3 4 人 、 女 3 2 2 人 ）

1 2 9 7 人 （ 男 夫 9 6 4 人 、 女 3 3 3 人 ）

1 4 8 3 人 （ 男 夫 1 1 5 7 人 、 女 3 2 6 人 ）

1 4 5 9 人 （ 男 夫 1 1 1 6 人 、 女 3 4 3 人 ）

1 4 5 6 人 （ 男 夫 1 1 1 3 人 、 女 3 4 3 人 ）

1 3 5 6 （ マ マ ）（ 1 3 5 2 ） 人 （ 男 夫 1 0 2 9 人 、 女 3 2 3 人 ）

1 4 5 4 （ マ マ ）（ 1 4 4 7 ） 人 （ 男 夫 1 1 0 1 人 、 女 3 4 6 人 ）

1 4 1 8 人 （ 男 夫 1 1 0 5 人 、 女 3 1 3 人 ）

1 8 8 5 人 （ 男 夫 1 3 9 9 人 、 女 4 8 6 人 ）

1 4 7 4 人 （ 男 夫 1 3 4 0 人 、 女 1 3 4 人 ）

1 5 8 0 人 （ 男 夫 1 5 1 4 人 、 女 6 6 人 ）

1 5 9 6 人 （ 男 夫 1 5 4 4 人 、 女 5 2 人 ）

1 6 1 2 人 （ 男 夫 1 5 2 3 人 、 女 8 9 人 ）

1 8 9 6 人 （ 男 夫 1 8 0 0 人 、 女 9 6 人 ）

2 2 8 6 人 （ 男 夫 2 0 4 0 人 、 女 2 4 6 人 ）

2 1 1 8 人 （ 男 夫 1 9 7 2 人 、 女 1 4 6 人 ）

2 1 9 8 人 （ 男 夫 2 0 1 1 人 、 女 1 8 7 人 ）

2 3 3 7 人 （ 男 夫 2 1 3 6 人 、 女 2 0 1 人 ）

2 1 7 0 （ マ マ ）（ 2 2 7 0 ） 人 （ 男 夫 2 0 7 7 人 、 女 1 9 3 人 ）

1 8 8 5 人 （ 男 夫 ）

恩 納 、 国 頭 、 伊 江

恩 納 、 国 頭 、 伊 江

恩 納 、 久 志 、 今 帰 仁 、 伊 江

恩 納 、 今 帰 仁 、 久 志 、 伊 江

恩 納 、 今 帰 仁 、 金 武 、 久 志 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 名 護 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 名 護 、 久 志 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 名 護 、 久 志 、 大 宜 味 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 名 護 、 久 志 、 大 宜 味 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 大 宜 味 、 国 頭 、 金 武 、 伊 江

恩 納 、 羽 地 、 大 宜 味 、 国 頭 、 金 武 、 伊 江

恩 納 、 名 護 、 羽 地 、 今 帰 仁 、 大 宜 味 、

国 頭 、 金 武 、 久 志 、 伊 江

国 頭 1 0 間 切

伊 江 、 羽 地 、 久 志 、 恩 納

恩 納 、 羽 地 、 久 志 、 伊 江 、 国 頭

恩 納 、 羽 地 、 久 志 、 伊 江 、 国 頭

恩 納 、 羽 地 、 久 志 、 伊 江 、 国 頭

伊 江 、 金 武 、 久 志 、 今 帰 仁 、 恩 納 、 羽 地 、

大 宜 味 、 国 頭

伊 江 、 金 武 、 久 志 、 恩 納 、 名 護 、 今 帰 仁 、

大 宜 味 、 国 頭

伊 江 、 金 武 、 久 志 、 恩 納 、 名 護 、 今 帰 仁 、

大 宜 味 、 国 頭

伊 江 、 金 武 、 久 志 、 恩 納 、 名 護 、 今 帰 仁 、

大 宜 味 、 国 頭

伊 江 、 金 武 、 久 志 、 恩 納 、 名 護 、 今 帰 仁 、

大 宜 味 、 国 頭

伊 江 、 恩 納 、 名 護 、 本 部 、 今 帰 仁 、 羽 地 、

金 武 、 久 志

動 員 さ れ た 間  切

1 5 広 報 お ん な 2 0 2 6. 1 1


